
 

 
 

 

荒川区立原中学校長 水井 雅史 

新緑に包まれた５月も終わり、６月になりました。６月は水無月（みなづき）、水張月（みずはりづ

き）、風待月（かぜまちづき）、炎
えん

陽
よう

、蝉羽
せみのは

月
づき

、など水や雨だけでなく、夏の暑さを感じさせる呼び名も

あります。寒暖の激しい時期でもありますので、感染症防止と共に体調管理には、十分気を付けたいも

のです。 

さて、５月２５日から２泊３日で、京都・奈良・滋賀の修学旅行に行って

参りました。今年は、修学旅行を実施する中学校も増えて、京都や奈良も修学

旅行生で賑わっていました。３年生にとっては、中学校での初めての宿泊行事

となりましたが、しっかりとした行動ができていました。 

ホテルの方やボランティアガイドさんからも、「とても立派で、素敵な生徒

さん達ですね。」とおほめの言葉をいただき、誇らしく思いました。今回は、

天候にも恵まれ古都の歴史や文化を十分に満喫することができたのではない

かと思います。琵琶湖ナイトクルーズでは、３年ぶりのショータイムが復活

し、夜のひと時を楽しむことができました。乗船の時に振り出した雨も奇跡的

に途中でやみ、琵琶湖の空を鮮やかに彩る花火を見ることができました。 

琵琶湖は東京 23 区よりも広く、滋賀県全体の約 6 分の 1 にあたります。クルーズ船の出発地であ

る大津港の近くには、琵琶湖疎水があり、近畿地方の水の取り出し口として、重要な役割を果たしてい

ます。また、私の好きな歌の一つ「琵琶湖周航の歌」の出発地の歌碑を見て、改めて琵琶湖に来たこと

を実感しました。この歌は、大正時代に作られ、今も人々に愛され、歌い続けられています。 

6月 11日（土）には、運動会を予定しております。昨年よりは、

種目も増え、コロナ禍前に近い形での運動会となります。 

熱中症や感染防止に気を付けながら、運動会を開催いたします。

引き続き、御理解、御協力のほど、お願い申し上げます。 

 

◎ 6 月 1 日より、牧田祐未子教諭が出産育児休業になります。 

第 3学年副担任業務及び、3年生の社会科の授業は新井里穂教諭 

が担当します。 
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琵琶湖周航の歌   作詞 小口太郎 原曲 吉田千秋    

１ われは湖（うみ）の子 さすらいの     ２ 松は緑に 砂白き       ３ 浪のまにまに 漂えば 

  旅にしあれば しみじみと                尾松が里の 乙女子は        赤い泊火（とまりび） なつかしみ 

のぼる狭霧(さぎり)や さざなみの       赤い椿の 森蔭に         行方定めぬ 浪枕 

  志賀の都よ いざさらば              はかない恋に 泣くとかや     今日は今津か 長浜か 

                                             参考：高島市ホームページより抜粋 

クルーズ船乗船前の３年生の様子です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 水                      4 1６ 木 眼科検診 下田移動教室保護者会２年 

２ 木 選曲委員会 １7 金 漢字検定 都巡回心理士来校 

３ 金 運動会朝昼練習開始 クラス旗完成 英語検定 18 土  

４ 土  19 日  

５ 日  20 月 朝礼 

６ 月 朝礼 運動会係会（予行準備） 21 火 期末考査①（給食なし） 

７ 火 運動会予行 22 水 期末考査②（給食なし） 

８ 水 B5 23 木 期末考査③（給食あり） 

９ 木  24 金 学校説明会 領域診断テスト（３年） 

10 金 運動会係会 運動会前日準備 25 土  

11 土 運動会 26 日  

12 日  27 月 朝礼 安全指導 読書週間始 各種委員会   B6 

13 月 運動会振替休日 28 火 中央委員会 

14 火 運動会予備日 水泳指導始 期末考査１週間前 29 水 てらこや 

15 水 てらこや 30 木  

 

特に、生徒総会で呼びかけられたのは、

生徒自身が主体的に考えて活動し、学校の

主役になろうということでした。 

そんな思いから生まれた活動のひとつに

「意見箱」の取組があります。学年フロア

の入り口に置かれています。 

平成６年４月１日に、荒川区立第六中学校と荒川区立尾竹橋中学校の伝統を 

引き継ぎ、原中学校が誕生しました。校章に図案化されている２つの「葉」は 

両校が一つになる卒業生の思いと、新校に未来を託す願いが表されています。 

そんな六中の閉校記念誌の題字は「永遠（とわ）に輝け」、一方の尾竹橋中

は「かがやく母校」でした。どちらも愛校精神にあふれていました。 

また、六中の跡地に現在の新校舎が建設されました。ちょうど今の登下校の

玄関付近に校門がありました。当時校門を入ると、緑で囲まれた明るい広場が

あり、そこを通り抜けると、左手に校舎、正面に立派な体育館がありました。 

尾竹橋中跡地は都有地のため都に返還され、現在は都営住宅となっています。

しかし、母校の桜は今も残り、開花の度に当時を思い出すことができます。 

こうした２校が原中の「心のふるさと」であることを誇りに思います。 

朝のあいさつ運動 毎朝、生活委員会と協力して、玄関に 

立ち、あいさつを交わす明るい学校を創っています。 

 

 ６月行事予定 

◎ホームページに、学校だよりを掲載しています。ぜひご覧ください。 

有言実行！  令和４年度「生徒会活動方針」決定 生徒総会 

 

      

原中生の素晴らしさ ⑳  「心のふるさと」 再来年度、原中３０周年 

都学力向上のための調査１年 

「決めたことは、すぐに行動に移す！」を 

モットーに活動していこうと生徒会本部

を中心に、全生徒の活動が始まりました。 

生徒会本部活動 ペットボトルキャップ回収、朝礼準備等、生徒会朝礼

の司会、準備片付け、中央委員会司会準備、水やり、地域清掃など。 

 

よりよい学校にするためには

生徒自身が学校生活に問題意識

をもち、考えることが大切です。 

そして何ができるか行動する 

力につなげる必要があります。

こうした生徒会活動を温かく 

見守りたいと考えています。 

２校の「校旗」 

 

六中の校門があった

ところです。 

 今年の運動会スローガン決まる！ ＯＮＥ ＴＥＡＭ 勝利への戦いは「原中（ここ）」にある 


